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報告１
マレーシアにおけるインドネシア人移民
西 芳実
京都大学
　このパネルでは、インドネシアからの移民、フィリ
ピンからの移民、ミャンマーからの移民を取り上げて
いますが、このなかでもインドネシアからの移民とい
うのは、期間の点でも量や分野の点でも非常に規模が
大きいものになります。私の今日の報告では、主にマ
レーシアにおけるインドネシア人移民全体の位置付
けや流れがわかるように、話題提供のつもりで資料を
作成しています。
　マレーシアにおけるインドネシア移民の社会統合
を考えるうえで、対象として検討すべきインドネシア
に出自を持つ人びとは大きく３つに分けられます。１
つは英領期以前に流入してきた移民者です。現在いる
人たちという意味では、その移民者の子孫たちです。
２つ目が、外国人労働者として滞在している人たちで
す。３つ目が、留学や観光、医療など、マレーシアで
提供されるサービスを短期で享受するために来る人
たちです。この３種類がマレーシアにいるインドネシ
ア移民たちだと言えると思います。本日主に考えるの
は、これらのうち３番目のカテゴリーをはずした人た
ち、すなわち英領期の移民者の子孫たちと外国人労働
者たちです。
１．インドネシア人移民のマレーシア国民化
　英領期の移民の子孫たちは、移民としてマラヤに
やって来て、それが脱植民地化とともにマレーシアの
国民になっていくというプロセスが起こりました。域
外からの人口流入はそれ以前にもありましたが、イギ
リスによる植民地化が進んだ19世紀末ごろになると、
当時オランダ領東インドと呼ばれていたインドネシ
アのジャワ、スマトラ、スラウェシなどから、イギリ
ス領のマラヤに移住して、商業、農地悔恨、農園労働
といった分野で移住して生活をする人たちが続々と
流入しました。
　これらの人たちは、英領マラヤの植民地統治におい
